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2023年８月１日 

 

株式会社ケン・コーポレーション 

株式会社Ｋアリーナマネジメント 

 

世界最大級、2万席の音楽アリーナ「Ｋアリーナ横浜」が竣工 

 

株式会社ケン・コーポレーション（本社：東京都港区、代表取締役会長：佐藤 繁／代表取締役社長 

 ：中川 堅悟)と株式会社Ｋアリーナマネジメント（本社：神奈川県横浜市、代表取締役会長：佐藤 繁 

 ／代表取締役社長：田村 剛)は、横浜みなとみらい２１地区で大規模複合開発｢Ｋアリーナプロジェクト 

(街区名称：ミュージックテラス）」を推進して参りましたが、７月31日(月)に竣工いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミュージックテラスの核となる「Ｋアリーナ横浜」

は、——すべては『音楽』を楽しむために——をコン

セプトに掲げる、世界でも類を見ない音楽に特化した

大型アリーナです。アーティストの「夢」を叶えるた

めに、様々なファシリティを備えるとともに、一般的

なライブ・コンサートで持ち込まれる演出機器を一部

常設し、設営・撤収に配慮した｢使いやすさの追求｣

と、大規模な吊り込みへの対応や良質な音響空間など

「多様な演出への対応」を実現します。 

国際都市・横浜の新たなディスティネーションとし

て、国内外から多くのゲストが集い、賑わい溢れる、

環境にも配慮した大型アリーナが新たなステージに突入

します。 

ミュージックテラス外観 

アリーナメインホワイエ 
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「Kアリーナ横浜」は音楽に特化したアリーナにふさわしい、業界トップクラスの演出機器を備

えています。今回のプロジェクトでは、ソニーマーケティング株式会社(本社：東京都品川区、代

表取締役社長：粂川滋、以下、ソニーマーケティング)が音楽に特化した「Kアリーナ横浜」ならで

はのエンタテインメント空間を演出するために、高精細LEDビジョン、ハイクラススピーカーおよ

び舞台照明を含む舞台特殊設備の設計、システム構築、納入までの一連のシステムインテグレーシ

ョン業務を担いました。 

舞台映像設備では、アリーナ内の全体を撮影するリモートカメラ『BRC-X1000』、アリーナ後方

のお客様へのフォローに使用するアッパーサービスビジョン(幅約3.5m、高さ約2ｍ、4面)、アッパ

ースタンド最前列のリボンビジョン（横約62.5m、高さ約1ｍ）などを設置しており、加えて、アリ

ーナ各所から接続した持込機材などの多様な映像素材をコントロールルームに設置したライブプロ

ダクションスイッチャー『XVS-G1』に接続することで、12G-SDIに対応したルーティングシステ

ムから上記ビジョン、各所モニターなどへ送出し迫力ある映像演出を実現しています。また、各所

ラウンジにはデータプロジェクター『VPL-FHZ91L』やディスプレイモニターのブラビアを導入

し、ライブ映像やインフォメーションなどを低遅延・高画質で再生します。 

舞台音響音声設備では、音楽に特化した空間づくりにこだわり、L-acousticsのスピーカーシス

テムを採用しています。メインスピーカーにK１・K２を使用、その他アウトサイドスピーカーや

アッパースタンド向けフォロースピーカーを常設し、会場全体に良質を追求した音響空間を提供し

ます。 

また、舞台照明設備では持込機材に耐えうる十分な電源容量を確保し、場内演出を豊かにするピ

ンスポットライト、ムービングライトなどを導入しています。 

「Ｋアリーナ横浜」が目指す、理想のライブ・コンサートを実現するための「使いやすさの追

求」と「多様な演出への対応」を目指すべく、ソニーマーケティングがこれまで、大規模スタジア

ムやエンタテインメント施設などでのシステム構築で培った知見を生かし、音にこだわった上質な

エンタテインメント体験のための空間づくりと、ライブ・コンサートで持ち込まれる演出機器と連

携し、効率的に運用できるシステムの両立を実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．『Ｋアリーナ横浜』の特徴（１） 舞台特殊設備について 

アリーナ内観１ 
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音楽に特化したアリーナとして、「使いやすさの追求」がされていることも「Kアリーナ横浜」

の特徴の一つです。現在、収容人数１万人を超える施設におけるライブ・コンサートの開催には、

多くの人手と多大な設営コストが必要といわれております。会場設営のために昼夜を問わず数日に

およぶ準備期間を要し、ステージをつくるための資材や高度に専門的なスタッフを多数必要とする

ことで、長時間労働や高度に専門的なスタッフの不足といった課題があると認識しています。この

ような課題に対し、これまでにない、新しい施設としての取り組みや工夫をいくつかご紹介させて

いただきます。 

「Kアリーナ横浜」では、会場設営のための時間を大幅に短縮するための工夫が随所に施されて

います。まず、資材搬入のための経路をワンウェイ方式とすることで搬入車両のスムーズな出入り

が可能となりました。また、アリーナ内に床養生などをすることなく、直接、大型車輌を入場させ

ることができ、搬入・搬出作業の迅速化を実現しています。 

そして、「Kアリーナ横浜」最大の特徴といえる点が、基礎ステージをはじめとした常設の舞台

設備を持つことです。２万人を収容できる会場として、あらかじめ様々な舞台設備を備えた施設は

全国的にも前例のない取り組みです。舞台間口12間（約22ｍ）、奥行７間（約13ｍ）、高さ1.8ｍ

の基礎ステージを備えることで、舞台美術を持ち込むだけでステージセットを組むことが可能にな

ります。さらに、ステージ両翼に長さ８間（約14.5ｍ）の花道を付け足すことが可能で、大規模な

公演にも対応できるステージがあることにより設営時間短縮とコスト削減を実現します。 

また、ステージ上空には昇降グリッドと呼ぶ舞台機構を全８基備えており、モーターなどの機材

を吊り込むための作業を安全かつ迅速に行うことができます。一部の昇降グリッドからは、常設舞

台照明用のトラスを昇降させることも可能で、トラス内にあらかじめ設置されたコンセントボック

スにより、持込照明機材を搬入しすぐに取り付けることで更なる設営時間短縮を図ります。 

加えて、近年、ライブ・エンタテインメント産業の発展に伴い、より複雑で大規模なステージセ

ットが組まれることが多くなり、吊り点の確保や吊り重量が足りないという課題が生じていると認

識しています。「Kアリーナ横浜」では、こうした大規模なステージセットの設置にも対応できる

よう、アリーナ内に480ヶ所の吊り点を確保し、総吊荷重120t（施設保有機材の重量を含む）まで

対応できるよう設計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．『Ｋアリーナ横浜』の特徴（２） 設営・撤収について 

アリーナ内観２ 
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すべては『音楽』を楽しむために～ 音楽を聴く人・奏でる人のためにつくられた、特別なアリーナ。音楽の

素晴らしさをより深く感じていただくための設備を細部にまで詰め込み、アーティストが奏でる音楽を心ゆく

まで楽しめる空間を提供します。 

 

• アーティストの  「夢」  を叶える 
理想のライブ・コンサートを実現する場所

として、様々なファシリティを備え、フレキ

シブルな客席プランや設営・撤収に配慮した

「使いやすさの追求」と、大規模な吊り込み

への対応や良質を追求した音響空間など 

「多様な演出への対応」を実現します。 

 

•  オーディエンスに最高の記憶を  
２万席を誇る客席は、全席に長時間快適に

過ごせるファブリックシートを導入します。

ステージ前方のアリーナに加え、三層構造と

なるスタンドの全席がステージ正面を向いた

扇型の形状で、アーティストの表現が真正面

から真っ直ぐに届き、迫力と一体感を生み出

します。  

 

• 環境に配慮したアリーナ  
一般的なライブ・コンサートで持ち込まれ

る演出機器を一部常設する事で、使いやすさ

と環境への配慮を実現します。 

ライブ・コンサートで使用する電力を実質

的に再生可能エネルギーで調達することを目

指します。また、雨水貯留による中水利用を

行うなど環境への配慮を積極的に行います。 

 

３．『Ｋアリーナ横浜』について 

施設名称 ：Kアリーナ横浜 

座席数  ：20,033席 

階数／高さ：地上9階／約45m 

アリーナ外観(パース) 

アリーナ断面(パース) 

アリーナ内観(パース) 

アリーナ内観(パース) 
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• 飲食も楽しめる新しいアリーナ  
横浜の美しい夜景の中で、ライブ・コンサートに思いを巡らせながら楽しめるバーラウンジ(Arena 

Bar 7)や、公演前後の興奮や余韻を分かち合いながら、ゆっくりと飲食を楽しめる約400席の大空間のラ

ウンジ(Lounge 5)を設けています。また、アリーナ内でも音楽と飲食を同時に堪能できるよう、すべて

の座席にカップホルダー２個※を設置します。※一部座席を除く 

 

 

• 快適性と利便性の向上  
施設内外に6,200口のコインロッカーを備

えます。荷物を持つ煩わしさから解放され

ることで、快適にライブ・コンサートをお

楽しみいただけます。また、どの席からも

アクセスがしやすいよう、売店を11箇所に

配置します。すべての売店でキャッシュレ

ス決済を導入し、待ち時間の軽減と利便性

向上を実現します。 

 

• 特別なライブ・コンサートを、特別な空間で  
圧倒的なスケール感のラウンジと高級感溢れる専用ロビーが、大切なゲストを迎え入れる「VIPエリ

ア」。ホスピタリティに溢れた特別な空間で、国内に類をみないラグジュアリーな鑑賞スタイルを提案

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽と横浜の夜景を楽しめるバーラウンジ(Arena Bar 7) (パース) 

約 400 席の大空間のラウンジ(Lounge 5) (パース) 

大切なゲストを迎え入れる VIP エリア(パース) 
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世界中から「Ｋアリーナ横浜」へ訪れるゲストや地域の人々が集うことで、音楽と日常が交差し新たな 

音楽やアーティストが生まれる場にしたいという想いを込め名付けられた「ミュージックテラス」。 

イベントスペースでは「Ｋアリーナ横浜」で開催されるイベントと連動した賑わいづくりのほか、水辺を臨む 

ウッドデッキにレストランやカフェ、キッチンカーなど、いつ来ても「楽しさ」と「寛ぎ」を感じられる 

場所を目指します。 

 

 

                  

 

 

 

 

 
 

 

• K-Arena Shop(９月下旬開業予定 )  
「ライブ・エンタテインメント」×「Ｋアリーナ横浜」をテーマに、「Ｋアリーナ横浜」でのコンサート

時にも使えるグッズを取り揃えるほか、ミュージックテラスに来られた方も気軽に立ち寄れるライフスタ

イルショップです。ここでしか手に入らないオリジナルＴシャツや日常生活で使いたくなるような良質で

おしゃれな雑貨を取り揃えております。 
 

• Arena Bar 7(９月29日開業予定 )  

「Ｋアリーナ横浜」の７階に位置するラグジュアリーなバーラウンジ 

からは、横浜の美しい夜景がご覧いただけます。ライブを観に来たゲス

トだけでなく、近隣で働く方や横浜に遊びに来た方にも足を運んでいた

だけるような新名所として、特別なひと時をお過ごしいただけます。 
 

• BAYDECK ～BEER&GRILL～ (９月24日開業予定 )   

横浜の水辺を臨む、ミュージックテラスの中央に位置するビアレストラ

ン。138席を有するダイニングは横浜の港をイメージしたハンマークレーン

やコンテナを連想させるインダストリアルな仕様になっています。テラス

席も用意しており、イベントスペースで行われるイベントをご覧いただき

ながら楽しむことも出来ます。 
 

•  ローソン ミュージックテラス店 (９月24日開業予定 )  

ミュージックテラスの１階に位置し、各棟からもアクセス良好なコンビ

ニエンスストアです。食料品や日用品、チケット購入などが可能なマル

チメディア端末「Loppi」やATMなど様々なサービスがご利用いただけ

ます。イベントにお越しのお客様やご宿泊のお客様にとっても 

「ワクワクする楽しさ」を感じていただけるお店を目指します。 

４．『ミュージックテラス』について 

？ 

ミュージックテラス ロゴ ミュージックテラス キービジュアル 
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株式会社ケン•コーポレーションは 1972 年に創業し、高級不動産事業のパイオニアとして、外資系企業社

員や経営者などエグゼクティブ向けの高級賃貸仲介事業を開始しました。現在では住宅およびオフィスの賃

貸仲介をはじめ、売買仲介、住宅•ビルの運営管理、大型商業施設やホテル開発、地域の再開発などの都市づ

くりまで、不動産に関するあらゆるサービスを展開しております。 

また、関連会社 72社、従業員数約 6,700 名から成るケン•コーポレーション グループを形成し、不動産事

業に加え、ホテル事業•太陽光発電事業•エンタテインメント等の文化事業を手掛けています。 

ホテル事業に関しては、1980 年代に米国本土においてホテル共同開発に取り組んだのち、2000 年より本

格的に事業を開始。現在では自社ブランドや外資系トップブランドのホテルや旅館を国内26軒、海外9軒、

計35軒・約8,900室所有•運営し、ホテルグループ名を「プレミアホテルグループ（Premier Hotel 

Group）」として展開しております。 

文化事業においては、グループ会社のシブヤテレビジョンがミュージックエンターテインメント 事業とし

てライブハウス「Shibuya O-Group」や大型街頭ビジョン等の運営を行っております。 

 

 

 

株式会社Ｋアリーナマネジメントは 2022 年５月に「Ｋアリーナ横浜」の運営・管理を行う会社として、 

ケン・コーポレーションの100％出資会社として設立しました。 

施設の円滑な運営・管理ができるよう努めてまいります。 

 

会社概要 

会社名 株式会社Kアリーナマネジメント 

英文表記 K Arena Management, Ltd. 

住所 神奈川県横浜市西区みなとみらい6-2-14  

目的 音楽ホールの賃貸、管理並びに運営 

各種イベントの企画、制作、主催及び公演関連サービスの提供他 

代表取締役会長 佐藤 繁 

代表取締役社長 田村 剛 

 

※本リリースの記載内容は、 今後の検討 ・ 協議等により変更となる可能性があります。  

 

 

 

 

お問い合わせ先 
株式会社Ｋアリーナマネジメント 

e-mail：info@k-arena.com 田中・田村（莉） 

株式会社Ｋアリーナマネジメントについて 

 

 

 

株式会社ケン • コーポレーションについて 

 

 

 


